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世界の気候と文化 名前

問1 北極圏付近の寒冷な地域における自然環境と人々の生活について述べた文として、正しいものはどれですか。 （2019年 福島県公立入試 類似）

1. 一年中雨が少なく乾燥しているた
め、水分を逃がさないよう窓が小さ
く壁の厚いレンガ造りの住居が一般
的である。

2. 地中の凍土が溶けて建物が沈み込
まないよう、高床の住居が作られて
いる。

3. 強風や寒さを防ぐために、移動式
の住居であるテントを用い、一年中
家畜と共に移動する生活を送ってい
る。

4. 地中海性気候に属し、夏季の強い
日差しを避けるために壁を白く塗っ
た石造りの住居が多く見られる。

問2 アフリカ北部から西アジアにかけての乾燥地域において、伝統的な住居に「日干しれんが」が使われてきた理由として、現地の自然環境を踏ま
えて説明したものを選びなさい。 （2018年 佐賀県公立入試 類似）

1. 寒さが厳しいため、熱を逃がさな
いように雪や氷を固めた素材を用い
たから。

2. 頻繁に起こる洪水に備えて、水に
強い土のブロックで基礎を固めるた
め。

3. 森林が少なく木材が得にくいため
、身近にある土を原料にする必要が
あったから。

4. 年間を通じて降水量が多く、湿気
を防ぐために通気性の良い土を利用
したから。

問3 低緯度の熱帯地域周辺で見られる気候のうち、年間降水量は比較的多いものの、一年の中で雨季と乾季の区別が非常にはっきりとしている降水
分布を持つ気候を何といいますか。 （2024年 山梨県公立入試 類似）

1. 地中海性気候 2. 西岸海洋性気候 3. 砂漠気候 4. サバナ気候

問4 世界の主要な農作物の統計において、生産量では中国（17.6％）が首位で、これに次いでインドなどの人口の多い国が上位を占めている一方、
輸出量ではロシア（13.8％）が首位となり、アメリカ合衆国やカナダが上位に並んでいる作物として最も適切なものはどれですか。 （2020年

三重県公立入試 類似）

1. 米 2. とうもろこし 3. 小麦 4. 大豆

問5 ある都市の統計において、最暖月の平均気温が約12度、最寒月の平均気温が約8度と、年間の気温差がわずか4度程度で推移している記録があり
ます。また、12月から3月にかけて降水量が多くなる傾向が見られるとき、この都市が位置する場所の説明として最も適切なものはどれですか。
（2016年 香川県公立入試 類似）

1. アンデス山脈の周辺など、南半球
の低緯度に位置する標高の高い地域
である。

2. 日本の本州付近など、中緯度に位
置する温帯の温暖湿潤な地域である
。

3. サハラ砂漠の周辺など、回帰線付
近に位置する降水量の極めて少ない
地域である。

4. 北極海沿岸など、北半球の高緯度
に位置するユーラシア大陸北部の沿
岸部である。

問6 ブラジルなどの国々で、サトウキビなどを原料として生産され、ガソリンに混ぜるなどして自動車の燃料に利用されているエネルギー資源を何
といいますか。 （2023年 群馬県公立入試 類似）

1. シェールガス 2. 天然ガス 3. 化石燃料 4. バイオエタノール

問7 2022年の世界の穀物生産統計において、中国、インド、バングラデシュ、インドネシアといったアジアの諸国が生産量の上位4か国を独占して
いる作物はどれか、次の中から選びなさい。 （2026年 大阪府公立入試 類似）

1. 大豆 2. 米 3. 小麦 4. とうもろこし

問8 アフリカのサヘル地域に位置するチャド共和国では、日本のODAにおいて「食料安全保障」や「干ばつ対策」が重点分野となっています。この
地域でこうした支援が特に必要とされている背景について述べた、最も適切な説明を選びなさい。 （2023年 大分県公立入試 類似）

1. 広大な熱帯雨林の破壊が進み、野
生動植物の生態系が崩れて食料供給
が不安定なため

2. 都市部への人口集中により、都市
近郊での大規模な地震や洪水による
被害が激増しているため

3. 砂漠化が進行しており、気候変動
による農作物の不作が人々の生活を
脅かしているため

4. 急速な工業化によって農地が工場
用地に転用され、自国での食料生産
が困難になったため

問9 低緯度地域に見られる気候のうち、一年を通して気温が高いものの、五月から九月にかけては月間降水量が二百ミリを超える一方で、十一月か
ら三月にかけては雨が極端に少なくなるなど、雨季と乾季が明瞭に分かれる気候を何といいますか。 （2019年 静岡県公立入試 類似）

1. 砂漠気候 2. 地中海性気候 3. サバナ気候 4. 熱帯雨林気候

問10 地中海沿岸の国々において、夏の強い日差しや乾燥した気候に対応するために、古くから工夫されてきた農業と住居の特徴の説明として、最も
適切なものはどれですか。 （2025年 茨城県公立入試 類似）

1. 夏に降水量が多いことを利用した
稲作が盛んで、冬の積雪から家を守
るために屋根の傾斜を急にした住宅
が見られる

2. 一年中高温多湿であるため、熱帯
雨林を切り拓いた焼畑農業が行われ
、風通しの良い高床の木造住宅が並
んでいる

3. 乾燥に強いオリーブやぶどうの栽
培が盛んで、住宅は外気の影響を抑
えるために石造りで壁を厚くしてい
る

4. 永久凍土の融解を防ぐために高床
式の住宅が建てられ、トナカイの遊
牧が行われている

問11 地中海沿岸で見られる農業の特色について、気候条件と栽培作物の関係を説明したものとして、最も適切な記述はどれですか。 （2015年

鳥取県公立入試 類似）

1. 大規模な灌漑施設を整備し、夏に
トウモロコシや大豆などの穀物を大
量に生産する

2. 年間を通じて冷涼な気候を利用し
、作物の栽培が困難なため乳牛の飼
育を主に行う

3. 夏の乾燥に耐えられるオリーブや
オレンジを夏に栽培し、降水のある
冬に小麦を栽培する

4. 夏の豊富な降水量を利用して稲作
を行い、冬の乾燥期には裏作として
野菜を栽培する

問12 フランスのパリ付近など、高緯度に位置しながらも冬の気温が極端に下がらず、一年を通して穏やかな気候になる理由として、最も適切な説明
はどれですか。 （2026年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 寒流のカリフォルニア海流の影響
で、夏でも気温が上がらず一定に保
たれるため

2. 暖流の北大西洋海流の上を吹き、
温かい空気を運んでくる偏西風の影
響を受けるため

3. 季節によって風向きが逆転する季
節風が、夏に海から湿った空気を運
んでくるため

4. 赤道付近で発生した上昇気流が、
年間を通じて安定した多量の雨を降
らせるため

問13 ヨーロッパの南端や地中海の沿岸部で見られる、温帯に属する気候区の降水パターンの特徴として、最も適切なものを選びなさい。 （2023年

沖縄県公立入試 類似）

1. 夏に乾燥し、冬に雨が降る 2. 夏に雨が多く降り、冬に乾燥する 3. 夏は多雨多湿であり、冬は寒冷で
降水量が極端に少ない

4. 一年を通して降水量が一定で、乾
燥する時期がない


